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延岡 由規　（のぶおか ゆうき）

● 養父市地域おこし協力隊
関宮「小さな拠点」整備事業
コミュニティデザイナー

● 一般社団法人イヒ 代表理事
● 認定ワークショップデザイナー 

＃1993年生まれ ＃兵庫県出身 ＃3人兄姉の末っ子

＃銭湯／サウナ ＃カメラ／写真 ＃国際協力 ＃地元で起業



関宮「小さな拠点」整備事業について



「小さな拠点」とは

● 小学校区など、複数の集落が散在する地域（集落生活
圏）において、

● 商店、診療所などの日常生活に不可欠な施設・機能や地
域活動を行う場所を集約・確保し、

● 周辺集落とコミュニティバス等の交通ネットワークで結
ぶことで、

● 人々が集い、交流する機会が広がっていく、集落地域の
再生を目指す取組です。

小さな拠点に関する FAQ - 小さな拠点・地域運営組織の形成  - デジタル田園都市国家構想実現会議事務局

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanakyoten/faq/index.html


「小さな拠点」づくりに関する国土交通省の取組

https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/chiisana_kyoten/h27-07-2123-siryou6-3.pdf


なぜ「関宮」で必要か

● 人口減少
○ 高齢化（約40％が65歳以上）
○ 若い世代の「核家族」化

● 地理的環境
○ 地域内の広範囲に住居が点在
○ 緊急時の初期的対応の難しさ



● 地域課題：

高齢化が急速に進行する中山間部では、今後、医療や高
齢者福祉のサービス水準低下の可能性が大きな不安要素
となることが予想される。

また、人口減少が進行するなかで従業者が不足すること
は医療・福祉分野も例外ではなく、関宮地域においては
数年以内に医師の往診やデイサービス等の送迎はもとよ
り、医療・福祉サービスの維持すら困難になると見込ま
れ、それらのサービスが無くなれば、地域の崩壊を招
く。

事業概要



● 事業趣旨：中山間地域における地域包摂システムの構築

中山間地域にある養父市関宮地区は、居住者密度が低
く、一人住まいの高齢者も多く、若い人たちも核家族化
等により家族間・地域間で相互扶助していくシステムが
徐々に崩壊しつつある。

本事業は、地域の核となる市有地を整備し、地域の高齢
者や家族が安心して生活し、かつ活き活きとした人生を
送ることができることを目指すものである。もって、中
山間地域における地域包摂システム（Social Inclusion）を
構築せんとするものである。

事業概要



関宮「小さな拠点」の基本方針

地域の核となる拠点の整備

地域の高齢者や家族が安心して生活し、かつ

活き活きとした生活を送ることができるようになる

R8年度＝2026年年度のオープン目標！



地域の医療や高齢者福祉サービス
の維持の観点から早急に整備を要

するものを中心に対応する。

子どもたちが自由時間を過ごし、
核家族世帯の利便を図る施設を整
備する（多世代交流エリア）。

地域の担い手が創造的な時間を過
ごし、世代間の継承を図る施設を

整備する。



関宮「小さな拠点」整備事業における

地域住民会議について



関宮「小さな拠点」整備事業の会議体



関宮「小さな拠点」整備における地域住民会議

● 2023/3/15-4/14にかけて、一般公募により集まった15名

○ 市内に住民登録を有する18歳以上の方

● 2023/7〜2024/1にかけて、合計13回の会議を実施

● 整備エリア1内に新たに整備される「（仮）関宮公民館
別館」における、飲食施設を含むコミュニティスペー
スでの過ごし方を検討



小さな拠点整備事業における情報発信



小さな拠点整備事業における情報発信



八鹿高校生との意見交換ワークショップ



大屋地域における地域住民会議の発足

● 2024/07-10月にかけて、実施

○ 10名程度（各回）の委員

● 「大屋らしいまちづくり」に焦点を
当てて、地域の方々の目線で理想を
検討





“おかえり”と言えるまち

〜住民全員がひとつ大きな屋根の下〜

おせっかい／人の良さ／地域の全員が知り合い
ひと言をかけ合える／まち全体が家だと思える安心感



1. 住民主体の場づくりと合意形成の難しさ
a. 意見を集めるだけでなく、「対話を通じた合意形成」の場
b. 「説明型」ではなく「対話型」

2. 情報発信の工夫と伝え方の重要性
a. わかりやすい言葉づかいや図解の活用
b. 「事業の目的」と「住民の暮らしへの影響」をセットで伝える

3. 多様な関係者との調整とファシリテーション
a. 多様な関係者の意向を整理し、バランスを取る役割の必要性
b. 対話を通じた調整力やファシリテーション能力
c. 「完璧な場をつくる」のではなく、「対話を重ねながら場を育

てる」視点

活動を通じての学び



■社名：一般社団法人イヒ
■設立日：2021年4月6日
■Vision：変化への愛で満ちた社会を
■Mission：明日をたのしむきっかけづくり
■事業概要：①ふるさと活躍人材の育成

②ふるさとコンテンツの開発・プロデュース
③ふるさとの魅力発信

49

今後の活動について



化わる、たのしむ

一般社団法人イヒ


